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明
利
又
集
落
に
入
る
少
し
手
前
の
北
側

に
見
え
る
小
高
い
丘
が
、浅
利
氏
の
古
城

跡
と
言
わ
れ
て
い
る「
明
利
又
城
跡
」で
す
。

標
高
２
７
１
ｍ
の
山
城
で
、面
積
は
10�
ha�

ほ
ど
の
広
さ
が
あ
り
ま
す
。城
跡
の
あ
る

山
頂
付
近
は
、長
方
形
型
平
地
に
な
っ
て

い
て
、屋
敷
跡
が
あ
っ
た
こ
と
が
十
分
想

像
さ
れ
ま
す
。見
晴
ら
し
が
よ
く
、七
日
市

方
面
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。敵
の

見
張
り
や
番
屋
に
す
る
に
は
適
切
の
場
所

と
考
え
ら
れ
ま
す
。以
前
は
屋
敷
に
植
え

ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
大
木
が
残
っ
て
い
ま

し
た
が
、現
在
は
見
あ
た
り
ま
せ
ん
。�

　
城
主
、造
ら
れ
た
年
代
は
分
か
り
ま
せ

ん
が
、浅
利
氏
が
明
利
又
を
根
拠
に
し
た

時
代
は
南
北
朝
期（
１
３
０
０
年
代
）か
ら

室
町
初
期
の
一
世
紀
の
間
と
推
定
さ
れ
ま

す
。�

　
浅
利
氏
は
、源
氏
新
羅
三
郎
の
子
孫
で
、

今
の
山
梨
県
浅
利
郡
に
住
ん
で
い
ま
し
た

が
、源
頼
朝
が
奥
州
平
泉
藤
原
氏
征
伐
の

と
き
の
功
績
に
よ
っ
て
、比
内
地
方
の
地

頭
職
と
し
て
配
置
さ
れ
た
武
将
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。戦
国
時
代
に
な
り
、坊
沢
に
長

崎
尾
張
、摩
当
に
野
呂
七
蔵
な
ど
、旧
鷹
巣

町
の
古
い
村
々
に
は
浅
利
氏
の
有
力
な
家

臣
が
配
置
さ
れ
、村
を
治
め
て
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。（「
館
跡
」）�

　
ま
た
、浅
利
一
族
の
墓
碑
と
い
わ
れ
て

い
る
古
碑
群
７
基
が
道
路
沿
い
に
残
っ
て

い
ま
す
が
、こ
れ
ま
で
数
回
移
動
し
て
い

ま
す
。江
戸
後
期
の
旅
行
家
菅
江
真
澄
が
、

文
化
２（
１
８
０
５
）年
こ
こ
を
訪
問
し
た

と
き
、碑
に「
嘉
吉
」（
１
４
４
１
〜
４
４
）

の
年
号
を
読
み
取
っ
た
と
い
い
ま
す
。�

　
碑
の
近
く
に
真
澄
の
標
柱
が
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。や
や
遠
い
感
じ
で
す
が
、道
路

が
よ
く
山
道
も
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。（「
浅

利
氏
墓
碑
群
」）�
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史
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文
化
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鷹
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史
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第
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史
跡
）
　�

◇
所
在
地
・
北
秋
田
市
七
日
市
字
明
利
又

「
明
利
又
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と
「
浅
利
氏
墓
碑
群
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◇
管
理
者
・
明
利
又
城
跡
保
存
会

�

鷹巣地区「公民館まつり」�
～みんなで広げよう、人の和、地域の輪～�

�
■日　時　12月5日（土）午前10時～�
■会　場　北秋田市中央公民館�
■日　程　10:00～　開催行事�
　　　　　10:20～　トーク＆ライブ�
　　　　　　講師　佐藤貞勝氏（大仙市）�
　　　　　　演題　「時の間（はざま）で！」�
　　　　　　　　　～やさしさにふれあうとき～�
　　　　　13:00～　県庁出前講座�
　　　　　　講師　秋田県庁水産漁港課�
　　　　　　　　　　　　　　　　杉山　秀樹氏�
　　　　　　演題　「秋田の地魚、旬の魚」�
　　　　　14:00～　演示�
　　　　　　大正琴（七日市）、民謡（沢口）、新舞踊
　　　　　　（綴子）、唱歌を歌う会（鷹巣）、ハーモ
　　　　　　ニーししりこ（綴子）、フラダンス（栄）�
■展　示　12月５日（土）～７日（月）�
　　　　　　押し絵、トールペイント、陶芸、手芸、�
　　　　　　エコクラフト�
■申込み　昼食代（500円）を添えて鷹巣地区各公
　　　　　民館へお申込みください。�
■問合せ　中央公民館　a62-1130

第４回　我が家の味自慢大会�
　　　『漬け物コンクール』作品募集�
　　　　　　　～伝えよう！おら家の味を子や孫へ～�
■開催日　　12月12日（土）午前10時～11時30分�
■会　場　　森吉コミュニティセンター�
■主　旨　　地域の「伝統食文化」である『漬け物』の良さ
　　　　　　を子や孫へ伝える。�
■主　催　　北秋田地区生涯学習奨励員協議会�
■出品者　　北秋田市民・上小阿仁村民�
　　　　　　※１人何点でも出品できます。�
■賞　　　　①小学生審査部門　金賞・銀賞・銅賞（各1名）�
　　　　　　②一般審査部門　　金賞・銀賞･銅賞（各1名）�
　　　　　　③「大根」を使った漬け物部門�
　　　　　　　　　　　　　　　金賞・銀賞･銅賞（各1名）�
　　　　　　※応募者全員に「参加賞」があります。�
■応募用紙　各公民館にあります。�
■応募期限　12月７日（月）まで、応募用紙を各公民館へ。�
■出品方法　当日、盛り付けした漬物を出品してください。
　　　　　　試食用の漬け物もご準備ください。�
■その他　　材料は自由です。「大根部門」も設けます。�
■審査員　　北秋田市･上小阿仁村の小学生、婦人会�
　　　　　　老人クラブ、商工会、行政機関、教育委員会�
■問合せ　　北秋地区生涯学習奨励員協議会�
　　　　　　事務局　(中央公民館内　生涯学習課�
　　　　　　　　　　　　生涯学習班）　a62-1130

がっこ�

え�

▼北秋田市指定記念物
　　「浅利氏墓碑群」

▲北秋田市指定記念物
　　　「明利又城跡」
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●公民館活動　●生涯学習�
●文化振興　●学校　●スポーツ�

地域で学び、活動する�
皆さんを応援します�
北秋田市教育委員会�

　10月27日～11月９日は読書週間です。�
　本にふれて心豊かに・・・。読書週間期間中、市図書
館・公民館図書室では、たくさんの市民の利用を願い、
次のとおり実施していますので、どうぞご利用くだ
さい。�
＊特別展示�
　「秋の山をたのしもう」�
　をテーマに４館で図書�
　の展示を行っています。�
＊図書の貸出冊数�
　読書週間は、１人５冊�
　以内（通常は、３冊以内）　�

�

　
ウ
イ
ル
ス
の
性
状
や
予
防
対
策
等
に
関
す
る

正
し
い
知
識
を
簡
単
な
言
葉
で
解
説
し
ま
す
。

（
こ
の
講
座
は
、10
月
８
日
開
催
予
定
で
し
た

が
、台
風
の
た
め
延
期
し
て
い
た
も
の
で
す
）�

講
師
／
秋
田
県
健
康
環
境
セ
ン
タ
ー
　�

　
　
　
　
主
任
研
究
員
　
斎
藤
博
之
さ
ん�

日
時
／
11
月
９
日（
月
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時�

場
所
／
中
央
公
民
館
３
階
大
教
室�

受
講
料
／
無
料（
事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
）�

日
時
／
11
月
10
日（
火
）、 

16
日（
月
）、24
日（
火
）

　
　
　
12
月
１
日（
火
）　
午
後
１
時
〜
４
時�

場
所
／
森
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー�

講
師
／
吉
田
優
子
さ
ん�

内
容
／
ベ
ス
ト
・
小
物
を
か
ぎ
針
で
作
り
ま
す�

定
員
／
15
名�

材
料
費
／
４
０
０
０
円
程
度�

持
ち
物
／
か
ぎ
針（
４
号
・
７
号
）

日
時
／
11
月
19
日（
木
）�

　
　
　
　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分�

場
所
／
合
川
公
民
館�

講
師
／
松
岡
誠
三
さ
ん�

　
　
　(

元
鷹
巣
農
林
高
校
教
諭
）

日
時
／
11
月
25
日（
水
）�

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
１
時�

場
所
／
合
川
公
民
館�

講
師
／
田
村
弘
子
さ
ん（
料
理
研
究
家
）

内
容
／
新
米
と
地
元
産『
比
内
地
鶏
』で
作
る

　
　
　
だ
ま
っ
こ
鍋
ほ
か
鍋
前
料
理�

定
員
／
先
着
20
名（
11
月
２
日
〜
受
付
開
始
）�

材
料
費
／
１
０
０
０
円
程
度�

持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
布
・
筆
記
用
具

�

期
日
／
11
月
７
日（
土
）〜
８
日（
日
）�

場
所
／
阿
仁
公
民
館�

　
　
　
　（
阿
仁
ふ
る
さ
と
文
化
セ
ン
タ
ー
）�

《
７
日
》・
作
品
展
示�

　
　
　
　
　（
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
）�

　
　
　
・
前
日
祭
イ
ベ
ン
ト�

　
　
　
　
　（
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
）�

　
　
　「
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ォ
ー
」コ
ン
サ
ー
ト�

《
８
日
》・
作
品
展
示�

　
　
　
　
　（
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分
）�

　
　
　
・
ス
テ
ー
ジ
発
表�

　
　
　
　
　（
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）　�

　
　
　
　
・
食
堂
、バ
ザ
ー�

�

　
※
多
数
の
皆
様
の�

　
　
ご
来
館
を
お
待�

　
　
ち
し
て
い
ま
す
。�

思わず夢中になりました～読書週間～�

�
�
�
　第３回森吉大学が�
９月17日開催され、�
移動研修として能代�
地区（能代火力発電�
所・檜山安東氏古城�
跡）を４班編成で見�
学してきました。�
　能代火力発電所で�
は、広大な敷地を有する発電所構内を一巡・タービンフロア・
屋上（人と自然、そしてエネルギーとの共生）をテーマとし
たＰＲ館等を見学しました。各国から輸入される石炭は、
産地によって特徴があり効率的に燃焼するため破砕しブ
レンドされます。高く積み上げられた貯蔵施設その規模の
大きさや、太陽の熱等で自然発火する恐れがあるので水を
散布するなど大変な作業にビックリしてきました。�
　午後からは、戦国時代から江戸時代の終わりまで、約
400年以上にわたって能代山本地方の中心地であった檜
山地区（羽州街道の松並木・崇徳書院跡・多賀城氏居館跡・
多宝院等）を、のしろ檜山周辺歴史ガイドの会の説明を聞
きながら歴史の香りただよう檜山を散策してきました。�

内
容
／
き
れ
い
に
咲
か
せ
た
い
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
レ
ッ
ス
ン
、冬
花
の
お
手
入
れ
方
法
、球
根

の
植
え
付
け
等
に
つ
い
て
の
講
話�

定
員
／
先
着
20
名（
11
月
２
日
〜
受
付
開
始
）�

受
講
料
／
無
料(

事
前
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い)

持
ち
物
／
筆
記
用
具

能代地区の歴史と先端技術を探求�
～第３回森吉大学で移動研修～

鷹巣図書館 　　文化会館内�
森吉図書館 森吉コミュ二ティーセンター内�
合川公民館図書室　合川農村環境改善センター内�
阿仁公民館図書室  阿仁ふるさと文化センター内�

申
込
み
・
問
合
せ

　
中
央
公
民
館
a

62-

１
１
３
０

中
央
公
民
館
講
座�

申
込
み
・
問
合
せ

　
阿
仁
公
民
館
a

82-

３
２
５
９

阿
仁
文
化
交
流
の
つ
ど
い�

申
込
み
・
問
合
せ

　
森
吉
公
民
館
a

72-

３
２
５
９

森
吉
公
民
館
講
座�

申
込
み
・
問
合
せ

　
合
川
公
民
館
a

78-

２
１
１
４

合
川
公
民
館
講
座�

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
」�

「
郷
土
料
理
だ
ま
っ
こ
鍋
講
座
」�

「
花
づ
く
り
講
座
」�

「
編
み
物
教
室
」�


